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2
月
の
人
口
の
動
き

出生リJ31女21計52

死亡〃19・・24〃43

転人／／81〃74・z155

転出〃56〃60〃□6

　

世：帯9．327

人は45．082月特記

お
も
な
こ
と
が
ら

【1面】△ii；副議長

に安間中村氏△

選良30議席決まる

△邨充選挙人名節

び録△豪雪100年

牝の記鉉

【2面】△雪害総額

8億3丁・万円△豪雪

に批む自衛隊△川

保受診証ネズミ色

に△市民税の巾杵

わすれ’rに

正
副
議
長
に
安
間
、
中
村
氏

新
議
員
初
登
場

　

輿選吸．Xりの臨時巾

議公は2川28「ドll汲2時

5G勾から乱1が出席し

に年長行の少川り氏が

臨時議長になってのyか

れました、まず無。d名

ぐごで、IIE副議長の選

yを旨ない、議長に安

間政球氏．副議長に中

村｜が鈴1氏が選ばれまし

た

　

次いで祐選で議席を

決定、．い丿‾べはの削

い．りを決め、ト後・！

時5C洵いヅ公した、

　

しアレミは次のとお

りです、

　

総務委員ぐと影

．、限野モ、つ山岸、山

柘賢兄、林、桑森、高川、I哨屋

　

産業経済委員（7か

金森、口巾、中山、々j問、上屋、良

則1L山

　

建設委員（7冷

ま山村、の喫村、八川泰、水野、広瀬

宮村、近藤

　

教育民生委員（8乱）

安1川．nj公浦＞I’Mij、φ藤、心井、

中村、弔林、石川沁

　

（yは長、の・は副）

　

と了叶は11E副議長の選出）

安
間
議
畏

市
村
副
議
長

選良30議席決まる
投票率は91．24％

　

今｜似jなわわた巾議会議は選挙は、2

り7日のyj辻川時に現職19．新人、21

几5の45名が、川りjiiし、1．5にと巾宛

巴以4ぐの激戦と々；）、30の議席をめぐ

つで、港口激いい乱冠μ展開されし

トヅは2川8日が回り、ミ公議室て乱な

われ30名の新議はが滉監7後4弔問

巾説の代衣ごとしこ、巾政桧進のため

心匂されるこ！ニにjy）ました一週予の

絣l以は次のとおりです。

当選者

当981票金森1勤流ぐ37）農業

　

82レ・桑森邦人（39）建設貫

　

765／／山本武（50）〃

　

760・・面屋収雄（47）巴貫

　

744・z中村奥俐（64）無

　

720’＾宮村光りJ（41）巴業

　

705．5シ防辻lli（45J”

　

6S2・・上屋栄（53）／z

　

672騏．叱山惣，ぱ（59）／／

　

665．67・・安川金弥（55；／／

　

66ヤ・野兄源（67）／／

669・・広瀬究（52）m．％

66C抑山岸充（53）ぬ1

647圭：旨石川細汲（55）／／

63シ近藤え石ヱ門（66し

60シ小林り甲衣（56）ノ／

600・・四方■：M－－（62）建設貴

6DO・・喫村忠光（43）農叉

59Cレ水野にI－（44）建設1

586・・り浦弥右ヱ門（5B）農？1

583・・中山利人（53，高貴

576・・安問政球（63）浴劣業

55ひ柳井清リJ（32）川休職は

541ヨト内ぶμ□44）n：？t

532．04り仙術り］エ門（45戸

522・・高＃d野イ49）農業

50？．52に石田八郎（45）／Z

　

502〃拷野Tレ・雄（52＾z’

　

49シ出号ムmj（6い〃

　

496・・斎藤秀川（33）公柚阪口

次491．95’M卜田啓（6B）

　

488．36・z石川政冶ぐ53）

　

479．95’／高川占／iミニ乙門（63）

　

472．32’／安川高■（75＞

　

43ヤノ尾崎ぐ題・（49）

　

431．4レ林／汁／62）

　

406・／中山繁ミ郎（6い

　

389〃りI喉打次郎ぐ60）

　

356・／砂子百占（49）

　

347・／十時藤∴C69）

　

327’＾細川和リJ（36）

　

304・／高温ク、占（65）

　

167・・杉本・Jノj（44）

　

74．04〃山川耕（61）

　

5Eト内川副イ35）

補充名簿登録申請

4月4日～4月7日

　

統・地心選挙のうら、皆μ、県議公

巌は選予は4川17川執阿の予定です同

選幸の輔充選吊人名節は4月引‾1現配で

洲製されます．、たとえ選学樅があつて

も、y；溥にのつていないと投票ができ

ませ、しさきの巾議選のとき、巾請朗

間におくねだり、巾請もれのため、投

票できなかった人がありましたっこん

どは必ず期間内に巾請してくださいっ

　

ひ録資格各

（口昭F日18n－”2）15卜から昭和＼9／’VA川

　

4川までに出ました1、、

㈲峠舛川批柚非球山

　

3川までに転人し、引続きり川ミして

　

いる．人、

（丿胚柘名抑、補充名．碑（巾議避）にび

　

録乙れのノ、、および心眼しさ41じこノ、

3贈翻罷ま湘鱗淵塗

29日間、雪海の孤島

　

yjの豪雪は祐：屈’i雪3．ini、謬雪

昌、9．4771と仁史以上の、ど録で、巾・県

か辻川の除雪作貨にもかかわらず、巾

内の応jはもちろ八、1田7日からは

□鉄、京陥線をはじめ、口元霞どすべ

ての帖辻絹は九令に辻絶状態とらリ）大

野巾は29円川、雪海の弧島と々り1まし

た。

　

巾はこ拠雪害吋；靫りぶを、ぷす、箭ご

雨議会を囲らいて次のようなにこjヽ図l

を浅めました。

1長間間降雪のためう持ちの町雛、魚

貝なt々ど食料品、燃料が1犬をつき、こ

れら生属物資の箭こ・搬ノ、．j中ソト賞

昔のー‥－時資金として2i‘丿円の貸し付

け、：汀丿衛隊の救捉唆請、1民問1行

のづ｀・レトーザー、々ンリカーを借りト

げI｛要幹線追跡の断、雪．いげ山地の路

面心し；こ巾職八をお勤にする々どあら

ゆる丁員を講じ、どうにか2月中㈲こ

はに隻追路の除雪も終り、豪雪による

づ時の混乱は々く々り、べぷれた心路

の除鼎こ1リJをりしておりまーれ

　

々お涼雪によつてぷ丿川につ忘つだ

雪は、削y「白白レごいただき．以小騒

ぎが起こら々いようト寸ごよ・ごくだぷ

卜（⊃割はブ心卜一廿－の除雪）

大害特別融資／

中小企業者に朗報

　

国民金融公I小では、この

たごり）豪雪て皺害をヤぷりこ

一啖中小卜に片の町Uこ次

の仏土で雪害特別融資を言

々つでいます原ご々望のぢ

はリま以こ丁几きをレこくだ

さい、

tUヽj．限度糾

　

小日50Jのj川寂内

　

大はfl，り、100掴り以内

　　　　

jJ丿、200リ円以内

ごjドドり肖5力量以内

Λ利不目歩2頷4晰6こ

二：y済脳天6力川かに回．きの川辰し

　　　　

済また；ご了剖仁い．

ま巾ゾビフごし：

　

員戸（50川り以内）は大孔りし川白小

　

大口は国民金融ごど巾武宇り占か大戸

　

1トドl公、鼻白ここ川し駿ください一

々y、ぼしfヽjりがΛ心した潟触ま、巾

八のリ災政川がこ壽でリ野ば川y駄

句は牝牟丿目玉は心川し夥1にニは、酉

工公議りにJ，り点野心
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本多さん3月に渡米

カリフオルニヤに3ヵ年滞在

　

リリjl引田：公部長の松多和リJさ人

（25）は、令円でも故）心い派禾農尨労

務片に選ぱれ。3田I川示丿田空港を雨

允されます。今後3力甲凪力りフオ

・に丿ドヤごに犬として酪農、14謁丿園の

Hグ出こ従‘hし、近代的々1次び伺の技

術を学び、川川後は巾堅作付ご・としこ

の謡躍が間侍されています。

更生資金貸し付け

母子、未亡人世帯に

　

豪雪で什宅、川領、」ぶ剛力とに岐害

を受：埓こ心に人反ご硲川叩しふこ吋して

次の仏ムで末と．人咆十資金、けj≒副

資金を賃し即すいたします．回しfヽjけ

冷りの、町はdよ圃小務叫へ巾し込んで

ください、

い心亡人世：帯にぺするいじし澗げ金額

　

ドL業荷5丿円以内．口冰L岫ii修首

　

4町円以内、・ヽ生にやりj円以内

∠し利jl小3万

乙回しfヽj資：一川別問6力印以内

企侃応力法トり印刻刺ぺき、5力甲の

　

年斌、万年試、U姐仁いのいずれか

ジjご財帯に吋する貸し不丿心金額

　

ヤノ七補修資金5巧円以内。ロポ

　

誓継続資金5川り以内

乙利J！年3分

乙肘巡仏去6ヵ川～2力乍刻え回き、

　

3年～6年の年斌か川斌払い。
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雪害総額 8億3千万円を上廻る

　

今次の豪雪で．直接、間接に受けた

岐害は総額8億3千319ij円か見込まれ

昭和36年9月の第2ぶ民巾風に次ぐ大

災害で、おもな雪害を挙げますと

△家屋関係1億1千524万円

　

家屋の倒壊．半懐が27、味巨浸収I3

　

味ド浸水75など300／jIア「」、建物の咄

　

修、除雪に要した経費1億IT－224JJ‘

　

円、

乙農林関係1億9千319万円

　

農作拘、う庁閲係でごけた岐害2千

　

678万円叶心、yリこ・yどの岐害、1億

　

6丁・64C；／円っ

ム商工業関係4億5千75万円

　

繊祁に業、中卜卜茉関倅、3回？40万

　

円い㈲占簡の問接．心接に受：りこ破

　

害、！億4T376川り観光関係、1丁・

　

35引丿川

△土木関係4千561万円

　

沿路除雪賞および路面岫修費

△その他2千83引用

除雪に今なお全力

融雷期の水害にご注意

　

巾では、完令に途絶した巾内の俗i

を確傑するため、丿j28日から連十、

外柴各から借りllげたづハドヽ－ザー10

歓台、ダンプカー30数介と、陣1弟．南

隊第10施設人隊（9叫）の救援をえて

市内の1三要幹線道銘の除雪作茉を続け

ています。

　

2月末には山山地の卜

雪がほとんど終り、目ド農村地域の哺

された巾道の除雪に令ノJをあげていま

す。フうレトザーが各部落に出向いたと

きは、除雪作業が敏速に准められるよ

うつぎのことにごぷ力くださいっ

△jd路わきの貼没や障害物には、か々

らずム示をしておいてくた資さい。（も

　

し破川して乱には心汗をaいませ八。）

ごご雪によつて川川に落こにニ雪はか々

ら通ち七’ご丿ごさいっ

【写真説明】

し話、5ふ丿片）仙雪（りj27日）

勺ド、へ”ココりーによる川短thいくの

　

救援白資およこyレと濁Lソ2リ9日）

パll、lリ民に込られて川る自衛隊．

なド、hヅ六古ト≒したに斜

アホナコッチャノ

　　　　

融雪期

家咆り」ゴムボートJリ）

　　　　　　　　

丿示ム

あほなこ。ちゃ／

自衛隊に戚謝、救援に183名

　

・j年象の豪雪のため．卜身フヒ状態

とごったニ巾てはり昌0日．県を通じて

自衛隊の救援を要請しました．2川6日

には睦｜汀瞰1隊第10胞設八隊の隊は59

ylが到石し白終南腿に心的、ヤ7日の

！、l朔から、もらまえの機械、りを旭抑し

三ぶ下通りの除雪に鮒闘し、続いて9

川90名が闘隊より増派され、硲勢148

y；の皆夜をわかた々い雪－ヽの峨が屁開

きね、13日には3界、六間々ど「のト要

幹線道路が開通、ここで93名の隊ばは

内腿の鼓吊隊々どに迅られて一一心陥隊

しましたニが16日ふたニたび第三帥として

35Zの隊にがヅ皆、巾民の間待のうち

に、たぐまし川ヤまか巾内隣地に絨け

られましたーいくレ、ご2石、悩f、そ

川ぬ）道銘の余石をしyし、20日；、こに

60yが帰隊しました、引続き27日、雌

咬の除雪を終えた隊に35名が。μ上巾

長はしめ多数の巾民のの仰の眼でり、守

る々かを整然ヒ帰隊して附きました。

　

豪雪に挑八、巾民だ乱こ八きい安心

をり・えて帰って吋った自衛隊はに吋し

巾八は入所状をむくり、婦人会の人、々

はその作者巾、ぬわた人頬をかわかし

たり、ミたぐj‘ぷの亙yこよる僧り物な

ど、yy1えましい皿球も兄られました

　

自衛隊の皆さ八、a八とう；こありが

とうごぎレベした、

森林の被害に備えて

国営保険にご加入を

本甲の人雪で、；1り＝（イ）ぶ加ふりこ

白才地の岐害は赳首以Lのことと世わ

れますづふ嘸山防災害：に吋しての岫

でいド川。は、轟林国営保険しかありませ

、トこれから一仁則される々だれなど、

吊－・の災害に㈲えて。いまから4林国

営保険にりHノ、し、／ぶijした財吋管理を

おすすめします、。保険の人要はつぎの

とおりです。

＿、保険の吋喩となる山林災害

　

火災、或水害、雪害、干凍嘗など

lhα当り最高保険金額（qt位円）

樹齢 1［莱樹 広曼樹

5甲以ド 35．000 30．000

6～ぼ）印 80．000 70．CKニ）0

川～15甲 125．000 105．000

16ヽ20圧 180．000 150．000

2トヽ25聯 245000 215．000

ご6ヽ30甲 335．000 290．000

3ト35甲 450．000 395．000

％ヽ4ヅド 605．000 525．000

※（針葉樹から

　

カラマツを除

　

く）

．保険料（保険

　

金額トr円に

　

つき）

樹齢20年以ド

ii－mi4円80銭

玉葉樹2円40銭

z／21年以！■

針気削2円80銭

土気引1円40銭

にだし長問巾し

心みには割引き

こ：れますっ

ぺ申し込み

　

巾昧烏ぷか各

、り休細合・y

　

々お、豪雪に

よる味業関係の

災害や危険区域

をた兇した場介

に；よ、すぐ；こ小味拐課か心林細今へご

連絡ください、
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苗代田の雷消しは旱めに

　

農作物については今後つぎのことに

注患して雪害を防ぎましよう。

イ、1Ti代田や裏作物の雪消しを！、！める

　

ため、畑上や木灰を3月巾句にまい

　

てください。

口、衷作田や苗代田のところどころに

　

穴を掘って雪消しを’t！めるほか、作

　

物を早く外’べにあたるように工人す

　

る。

ハ、雪解け水の排水をよくして、雪ぐ

　

されをソなくするっ

固定資産課税台帖の縦覧

　

間間引は川～20川

　

丿卯Fが戸浦河、屎

　

毘議の申し山は31130日までです。

（市G）丿定資産税は1田口現ftミの所

　

付ぶこ課税されますので、年の途巾

　

で売買されても、翌甲でなければ納

　

税義河行名は変史されませ八。

忘れたら大変、市民税の申告

期限は3月20日まで

　

昨年の地廿碗よの一部改’、Iミによって

巾凶賊が巾に叩似こ々りました。巾回

丿：を提出レフい場合は。扶養控除や‘ぴ

従行昌諒々ど脱法しの姓除は一切認め

られず。悦急が非常に商くなります。

巾；≒言は31120川までにかならず捉出

してください。

　

巾では。巾民Kの巾宍に対する指導

をつぎの川程でおこ々いますから、ご

出席ください。

にmjはいずれも午；．．9il、liヽ午後4時）

3月4日小山出張所小山全地域

3月5日乾側出張所乾側全地域

3月6日上庄出張所　

ノJ肺胞中西出、中何回、碗り1」゛、　

仁乍禎家．μ出、四山

3月7日上庄出張所　

御袷、な枡、開発、八段領家、4段　

地頭、仄白八下郷、恣島、中刻、　

北部門、九．榎、西刻、ド刻

3月8日上庄出張所　

抑l、ylこ．内聞、上五条万、下／，l　

策万、野中、mm．＼：M、豪雨

3月9日富田出張所　

柘私蔵宇、下椎野、じ鮫、田野、

呂十、塚京、富田開拓

3月11日富田出張所　

上付、十野、富島、新田．み目、新　

河原、上布八下府生島、田に

3月12日下庄出張所　

ll中野、下中野、中荒坏、屹開町］　

区、2区、個、新栄町、所町、八油　

池、中江

3月13日下庄出張所　

1旧休、大川、大矢ベドUi、西大　

目．刹大玉中津川、湖心、南新政　

家、西新出秘中映、言払友江、　

㈲（む

3月14日阪谷出張所　

ゾ石、哺ヶ島、ぺ｜仏心仏、QjL、　

ズヶ野、昆旧、ぐ勤石T、石谷

3月14日六呂師公民館八州即

3月15日阪谷出張所　

大川、郎領、橋爪、八の心、落合、　

堂島．金山、か黒兄

3月16日、17日、18日、19日、20日　

市役所第3会議室大野全地域

石Lら漣j

篇1期種痩按種日程

人野公民館3月11～12日［3fj］9日）

富旧出張所19日（20H）

川ミ・14日・’2田）

ド庄〃15口（22日）

　　

（カツコ内は判定日）

時剣はいずれも午後1時～2峙。町象行

は37年中に生れた片と生後1回も受け

てい々い幼児。

新生活座談会

　

とき3川3卜’自川0叫

　

ところ市役所第3jy義ノ

　

内イ

△各地区代返の新生酒の体騎行●’丿ミ

A研究市川公

　

テーマCゾト謡のにプ険計

　　　　　

ど舵心徳の鳥揚

成人式

　

とき引」15川’｜寸19時30j

　

ところ鮑山座

△式典記念溝演ト川代万甲にりむヽ］

　　　　

成なj想文の忿表

　　　　

NHK万年のしヱコしz一

　　　　

・レヘ造作の分・λ

　　　　

アトラクショ2．

こども会幹部研修会

　

とき3IJ28Iい玉91埓30袷

　

ところ巾没叫第3公議室

　

参り川行は、筆、心川け．ものさしい七

呪、’ヽ廿ミ、コ2．’ヽス、T・ぬぐい、

ンカチ、ズヅアをご持参ください

゛野ウサギ1羽70円，

　

吊岫‘t昧さわる杉谷≒どの浙トを食

い恍らす野ヤ升ニvを油白するた八こ

ヒしもレジにっき7C）円の岫助金を白し

ていますっ野り廿Vを細えたりふ山江F

を3月20はまてに休玲子、丿レごくだ

さい、
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